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1
9
1
2
年
に
創
業
し
、
加
古
川
の
地
で
1
0
0
年
以
上
に
わ

た
り
時
計
販
売
を
手
が
け
て
き
た
老
舗
時
計
店
。
4
代
目
と
な
る

代
表
取
締
役
社
長
の
貴
傳
名
　

充
さ
ん
は
、
加
古
川
・
高
砂
・
三

宮
を
中
心
に
計
10
店
舗
を
展
開
し
、
40
名
の
従
業
員
と
と
も
に
時

計
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
貴
金
属
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
力
商
品
で
あ
る
腕
時
計
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
の
普
及
に
よ
る
時
計
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
も
、
精

錬
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
精
巧
な
機
械
仕
掛
け
の
魅
力
で
、
世
代
を

超
え
て
多
く
の
顧
客
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
代
表
の

オ
ス
ス
メ
で
も
あ
る
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
の
「
S
L
G
H
0
0
5

（
通
称
：
白
樺
モ
デ
ル
）
」
は
、
壮
麗
な
白
樺
林
と
銀
世
界
を
表

現
し
た
ダ
イ
ヤ
ル
が
特
徴
で
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
ま
た
三
宮
店
で
は
、
国
産
ウ
ォ
ッ
チ
専
門
店
と
し
て

S
E
I
K
O
、
C
I
T
I
Z
E
N
、
C
A
S
I
O
等
の
充
実
し
た

品
揃
え
と
専
門
的
な
接
客
で
、
信
頼
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
時
計
販
売
に
加
え
、
指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
の
宝
飾
品
も
幅

広
く
取
り
揃
え
、
電
池
交
換
や
修
理
、
婚
約
指
輪
の
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
貴
金
属
、
特
に
金
（
ゴ
ー
ル
ド
）

で
す
。
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
か
ら
安
全
資
産
と
し
て
の
需
要

が
増
加
し
て
お
り
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ゴ
ー
ル
ド
は
資
産
防

衛
の
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
店
は
40
年
以
上
つ
づ

く
田
中
貴
金
属
の
特
約
店
と
し
て
も
、
顧
客
の
資
産
を
守
る
一
助

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
従
業
員
は
家
族
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
っ
て
お
客
様
満
足
の
向
上
に
取
り
組
む
同
店
。
創
業
以
来
の
信

頼
と
実
績
で
、
長
年
の
顧
客
と
の
深
い
絆
を
築
い
て
い
ま
す
。
お

客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
深
め
、

双
方
向
の
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
街
の
時
計
屋
さ
ん
が
減
少
す
る
中
、
同
店
は
他
店
で
は
対
応
で

き
な
い
修
理
も
請
け
負
い
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
「
時
計
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
こ
と
で
お
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
資
産
運
用
の
ご
相
談
も
承

り
ま
す
」
と
貴
傳
名
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
顧
客
の
喜
び
を
第
一
に

考
え
、
1
世
紀
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
安
心
と
信
頼
を
胸

に
『
ミ
ヤ
コ
』
は
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　

今月の表紙
『（株）ミヤコ』

事業所データ
◆代表者
　代表取締役社長　貴傳名　充
◆所在地　
　加古川市加古川町篠原町１３－４
◆電　話
　０７９－４２２－２２３２
◆ホームページ
　
◆表紙写真
①本店前でスタッフの皆さんと（前列
　の左から２番目が貴傳名 充さん）
②時計・ジュエリー等でお困りのこと
　があれば、ぜひ一度ご相談ください！
③白樺の美しい木肌を再現したグラン
　ドセイコー「SLGH005（通称：白
　樺モデル）」
④確かな技術と信頼で100年以上、時
　を刻み続ける老舗時計店です
⑤三宮のセンター街にあるブランドウ
　ォッチ専門店（左手前からCASIO、
　SINN、SEIKO、CITIZEN専門店　
　

きでな 　  みつる

「出会いが人生を豊かに」
　㈱ハリマクリエイト
　　取締役　鈴木　彩 さん

「地域経済の活性化へ多彩な支援策で賑わい創出！」
　加古川市産業経済部
　　部長　上田　敏 さん

「今月の“こんな日”」

不動産ビジネスを考える －金融・不動産業部会を開催－

青年部・女性会

未来の「備え」を強化する
－小規模企業共済、iDeCo、倒産防止共済の魅力－

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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◆
加
入
対
象
者

　
加
入
対
象
者
は
以
下
に
あ
て
は
ま
る

小
規
模
企
業
の
経
営
者
・
役
員
、
個
人

事
業
主
で
す
。
小
規
模
企
業
の
要
件
は

以
下
の
通
り
で
す
。

①
建
設
業
、
製
造
業
、
運
輸
業
、
サ
ー

　
ビ
ス
業（
宿
泊
業・娯
楽
業
に
限
る
）、

　
不
動
産
業
、
農
業
な
ど
を
営
む
場
合

　
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

　
20
人
以
下
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会

　
社
の
役
員

②
商
業
（
卸
売
業
・
小
売
業
）
、
サ
ー

　
ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く
）

　
を
営
む
場
合
は
、
常
時
使
用
す
る
従

　
業
員
の
数
が
５
人
以
下
の
個
人
事
業

　
主
ま
た
は
会
社
の
役
員

③
事
業
に
従
事
す
る
組
合
員
の
数
が
20

　
人
以
下
の
企
業
組
合
の
役
員
、
常
時

　
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人
以
下

　
の
協
業
組
合
の
役
員

④
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人

　
以
下
で
あ
っ
て
、
農
業
の
経
営
を
主

　
と
し
て
行
っ
て
い
る
農
事
組
合
法
人

　
の
役
員

⑤
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
５
人

　
以
下
の
弁
護
士
法
人
、
税
理
士
法
人

　
等
の
士
業
法
人
の
社
員

⑥
①
と
②
に
該
当
す
る
個
人
事
業
主
が

　
営
む
事
業
の
経
営
に
携
わ
る
共
同
経

　
営
者
（
個
人
事
業
主
１
人
に
つ
き
２

　
人
ま
で
）

 

◆
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

　
１
番
の
魅
力
は
、
Ｐ
２
の
お
す
す
め

ポ
イ
ン
ト
の
通
り
、
確
定
申
告
の
際
に
、

掛
金
全
額
を
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
月
々
の
掛

金
は
１
，
０
０
０
〜
７
０
，
０
０
０
円

ま
で
５
０
０
円
単
位
で
自
由
に
設
定
が

可
能
で
、
加
入
後
も
増
額
・
減
額
が
自

由
に
設
定
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
契
約

者
は
も
し
も
の
時
に
掛
金
の
範
囲
内
で

貸
付
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

 

◆
注
意
点

　
小
規
模
企
業
共
済
を
納
付
月
数
12
か

月
未
満
で
任
意
解
約
し
た
場
合
、
解
約

手
当
金
は
出
な
い
た
め
掛
け
捨
て
に
な

り
ま
す
。
ま
た
納
付
月
数
２
４
０
か
月

（
20
年
）
未
満
で
任
意
解
約
し
た
場
合

は
、
解
約
手
当
金
が
掛
金
合
計
額
を
下

回
り
ま
す
。
但
し
、
減
額
も
可
能
な
の

で
、
掛
金
が
負
担
に
な
っ
た
場
合
は
最

低
掛
金
の
１
，
０
０
０
円
に
減
額
す
れ

ば
継
続
し
や
す
い
た
め
、
任
意
解
約
を

避
け
ら
れ
ま
す
。

 

◆
加
入
対
象
者

　
図
１
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

 

◆
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

　
原
則
と
し
て
60
歳
ま
で
途
中
解
約
で

き
な
い
た
め
、
貯
蓄
が
苦
手
な
方
で
も

資
産
を
貯
め
や
す
い
で
す
。
ま
た
小
規

模
企
業
共
済
と
同
様
に
、
掛
金
は
全
額

所
得
控
除
さ
れ
る
た
め
、
節
税
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
通
常
は
金
融
商
品
を

運
用
し
て
運
用
益
が
出
る
と
課
税
さ
れ

ま
す
が
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
場
合
は
運
用

益
が
出
て
も
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

 

◆
注
意
点

　
老
齢
給
付
金
の
受
け
取
り
を
開
始
で

き
る
の
は
60
歳
か
ら
で
す
。
原
則
と
し

て
途
中
解
約
で
き
な
い
た
め
、
資
金
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
自
由
に
引
き
出

せ
な
い
こ
と
が
一
番
の
注
意
点
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
手
数
料

が
か
か
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

金
融
機
関
に
よ
っ
て
金
額
は
異
な
り
ま

す
が
、
口
座
開
設
時
の
手
数
料
、
毎
月

収
納
手
数
料
、
事
務
委
託
手
数
料
、
運

営
管
理
機
関
手
数
料
等
が
か
か
り
ま
す
。

　
小
規
模
企
業
の
経
営
者
や
役
員
、
個

人
事
業
主
の
場
合
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
と
小

規
模
企
業
共
済
は
併
用
可
能
で
す
。
併

用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
高
い
節
税
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
小
規
模
企
業
共
済
は
、
廃
業
し
た
場

合
な
ど
で
あ
れ
ば
、
60
歳
に
な
る
前
で

も
共
済
金
を
受
け
取
れ
る
た
め
安
心
感

が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
は
、
貸

付
制
度
を
利
用
で
き
る
こ
と
も
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
に
は
な
い
特
徴
で
す
。

　
一
方
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
原
則
と
し
て

60
歳
に
な
る
ま
で
引
き
出
せ
な
い
た
め
、

無
理
の
な
い
金
額
で
設
定
す
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
場
合
は

ご
自
身
で
運
用
す
る
た
め
、
元
本
割
れ

す
る
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
、
資
産
を

大
き
く
増
や
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

併
用
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
あ
る
資

産
と
安
全
な
資
産
を
組
合
せ
て
バ
ラ
ン

ス
良
く
将
来
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 ①

小
規
模
企
業
共
済

　
‐
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

　
　
【
当
所
で
も
お
申
し
込
み
可
能
で
す
】

②
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）

‐
自
分
で
育
て
る
年
金
制
度

　
【
当
所
で
は
お
申
し
込
み
出
来
ま
せ
ん
】

　
ⅰ
Ｄｅ
Ｃｏ
と
小
規
模
企
業

　
　

共
済
は
併
用
で
き
ま
す
！

　
ⅰ
Ｄｅ
Ｃｏ
と
小
規
模
企
業

　
　

共
済
は
併
用
で
き
ま
す
！

　中小企業や個人事業主にとって経済的安定とリスク管理は重要な課題です。この記事では、将来の安心を確
保するための手段として小規模企業共済、iDeCo（個人型確定拠出年金）、倒産防止共済の特徴とそれぞれ
のメリットと注意点を解説します。

図１ iDeCoの加入対象者

【参考・出典】中小機構（独立行政法人中小企業基盤整備機構）
　　　　　　　iDeCo公式サイト（国民年金基金連合会）、厚生労働省、国税庁

制　度

加入区分 国民年金第1号被保険者 国民年金第2号被保険者 国民年金の任意加入被保険者国民年金
第3号被保険者

加入対象
となる方

加入対象
外となら
ない方　

目　的 運営元 おすすめポイント

　小規模企業の経
営者や役員、個人事
業主のための積み立
てによる退職金制
度。　

　公的年金（国民年
金・厚生年金）とは
別に給付を受けられ
る私的年金制度の
一つ。

20歳以上60歳未満の
自営業者とその家族、
フリーランス、学生
など

厚生年金の被
保険者に扶養
されている20
歳以上60歳
未満の配偶者

国民年金に
任意で加入
した方　　
　　　

60歳以上65
歳未満で国民
年金の保険料
の納付済期間
が480月に達
していない方

20歳以上65
歳未満の海外
居住者で、国民
年金の保険料
の納付済期間
が480月に達
していない方

厚生年金の被保険者（会社員、公務員等）
※…65歳以上の厚生年金被保険者で加
入期間が120月以上ある方（老齢年金の
受給権を有する方）は国民年金の第2号被
保険者とはなりません。

農業者
年金の
被保険
者

国民年金の保険料
納付を免除（一部免
除を含む）されている
方（ただし、障害基礎年
金を受給されている方
等は加入できます）　

お勤め先で加入して
いる企業型確定拠
出年金の事業主掛
金が拠出限度額の
範囲内での各月拠
出となっていない方

マッチング拠出（加入者も
掛金を任意で拠出）を導入
している企業型確定拠出
年金（企業型DC）の加入者
の方で、企業型DCでのマ
ッチング拠出を選択した方

　取引先事業者が
倒産した際に、中小
企業が連鎖倒産や
経営難に陥ることを
防ぐための制度。

(独)中小企業
基盤整備機構
　　　　　

国民年金基金
連合会　　　
　　　

(独)中小企業
基盤整備機構
　　　

・月々の掛金を全額所得控除できるため、節税
効果有り。
・受取時は、一括受け取りの場合は退職所得扱
いに、分割受け取りの場合は公的年金等の雑所
得扱いになるため、受給時も税制メリットがある。

・掛金は全額所得控除されるため節税効果有り。
運用益が出た場合も非課税。
・受取時は、年金として受給すれば公的年金等
控除、一時金として受給すれば退職所得控除が
適用される。

・無担保・無保証人で、掛金の10倍まで借入れ可
能。
・掛金を損金、または必要経費に算入できる。
・解約時は、解約手当金が受けとることができる。

① 小規模企業共済

② ｉＤｅＣｏ
（個人型確定拠出年金）

③ 倒産防止共済

💡

小規模企業共済・iDeCo、倒産防止共済って？自分に合った制度を活用しましょう
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特　集

　それぞれの一時金を一括で受け取る場合は、退職所得扱いになり「退職所得控除」が適用されます。
　iDeCoと小規模企業共済の併用など、2か所以上から退職所得が発生する場合、受け取るタイミ
ングで大きく税額が変わってくることもありますので、計画的な受取方法や最新の税制などのご確
認をお勧めします。（Ｐ５の国税庁Q&Aもご参考ください）

①所得控除がある（どちらも掛金が全額所得控除）
②受け取り方法を選べる（一時金としての一括受取や、年金での受取等）

 
 
 

 

 
 

主な共通点

主な相違点

【まとめ】ｉＤｅＣｏと小規模企業共済の主な共通点・相違点

iDeCoや小規模企業共済を併用している場合、一時金の一括受取はタイミングにご注意を！

　税制改正により、令和6年10月1日以降に共済契約を解除し、再度共済契約を締結（再加入）
した場合、その解除の日から2年を経過する日までの間に支出する掛金については、必要経費ま
たは損金の額に算入できなくなりました。新規加入をご検討されている方や解約をご検討されて
いる方は、ご留意ください。

倒産防止共済の税制の特例（掛金の損金算入）には注意が必要！

（参考：改正イメージ）

損金算入可能となる期間
（1回目）

損金算入可能となる期間
（2回目）

再加入は可能だが
損金算入できない期間

（2年間）

加入 解約

関連リンク集

iDeCo公式サイト
（国民年金基金連合会）

共済サポートnavi（小規模企業共済）
（独）中小企業基盤整備機構

国税庁Q&A No2735
「同じ年に2か所以上から退職手当等が支払われるとき」

共済サポートnavi（倒産防止共済）
（独）中小企業基盤整備機構

①加入資格（小規模企業共済は小規模企業の役員、個人事業主が対象）
②掛金（上限と下限も異なり、ｉＤｅＣｏでは国民年金の加入区分で上限も異な
　る）
③手数料の有無（ｉＤｅＣｏは各種手数料が必要となる）
④貸付制度の有無（小規模企業共済は、もしもの際に貸付制度が利用可能）
⑤解約条件（ｉＤｅＣｏは原則として60歳になるまでは引き出せない。小規模企
　業共済は自己都合による任意解約が可能。ただし、掛金納付月数が12か月未満
　の場合は解約手当金の支払いが無いので注意）
⑥元本割れの可能性（ｉＤｅＣｏは運用方法を自分で選んで運用するため、大き
　く資産を増やせる可能性もあれば、元本割れするリスクも有る）

 

◆
加
入
対
象
者

　
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
で
、
資
本

金
、
従
業
員
数
の
い
ず
れ
か
が
条
件
に

あ
て
は
ま
る
『
中
小
企
業
者
』
が
加
入

で
き
ま
す
。
業
種
等
に
よ
っ
て
以
下
の

と
お
り
異
な
り
ま
す
。

　
製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
等
の
場

合
、
資
本
金
額
３
億
円
以
下
又
は
、
従

業
員
数
３
０
０
人
以
下
。
卸
売
業
の
場

合
、
資
本
金
額
１
億
円
以
下
又
は
、
１

０
０
人
以
下
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
、

資
本
金
額
５
千
万
円
以
下
又
は
、
１
０

０
人
以
下
等
（
詳
細
は
別
途
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

 

◆
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
無
担
保
・
無
保
証
人
で
掛
金
の
10
倍

　
ま
で
借
入
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
共
済

　
金
貸
付
額
の
上
限
は
「
回
収
困
難
と

　
な
っ
た
売
掛
金
債
権
等
の
額
」か「
納

　
付
さ
れ
た
掛
金
総
額
の
10
倍
（
最
高

　
８
，
０
０
０
万
円
）
」
の
、
い
ず
れ

　
か
少
な
い
ほ
う
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

・
取
引
先
の
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛

　
金
な
ど
の
回
収
が
困
難
に
な
っ
た
と

　
き
は
、
そ
の
事
業
者
と
の
取
引
の
確

　
認
が
済
み
次
第
、
借
り
入
れ
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
（
一
定
の
要
件
有
り
）
。

・
掛
金
月
額
は
５
，
０
０
０
円
〜
20
万

　
円
ま
で
自
由
に
選
べ
、
増
額
・
減
額

　
で
き
ま
す
。
ま
た
確
定
申
告
の
際
、

　
掛
金
を
損
金
（
法
人
の
場
合
）
、
ま

　
た
は
必
要
経
費
（
個
人
事
業
主
の
場

　
合
）
に
算
入
で
き
ま
す
。

・
共
済
契
約
を
解
約
さ
れ
た
場
合
は
、

　
解
約
手
当
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。
自

　
己
都
合
の
解
約
で
あ
っ
て
も
、
掛
金

　
を
12
か
月
以
上
納
め
て
い
れ
ば
掛
金

　
総
額
の
８
割
以
上
が
戻
り
、
40
か
月

　
以
上
納
め
て
い
れ
ば
、
掛
金
全
額
が

　
戻
っ
て
き
ま
す
。

 

◆
注
意
点

・
加
入
の
際
は
、
起
業
後
１
年
以
上
経

　
っ
て
い
な
い
と
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
解
約
の
場
合
は
掛
金
納
付
月

　
数
が
12
ヶ
月
未
満
だ
と
、
掛
け
捨
て

　
に
な
り
ま
す
。

・
掛
金
は
損
金
（
個
人
事
業
主
の
場
合
、

　
必
要
経
費
）
に
算
入
で
き
ま
す
が
、

　
解
約
時
の
解
約
手
当
金
は
益
金
（
個

　
人
事
業
主
の
場
合
、
事
業
所
得
）
に

　
算
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
受
取

　
時
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

・
掛
金
の
積
立
限
度
額
は
8
0
0
万
円

　
と
な
り
ま
す
。

③
倒
産
防
止
共
済

（
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
）

‐
も
し
も
に
備
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
【
当
所
で
も
お
申
し
込
み
可
能
で
す
】
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　商工業や地場産業の振興、観光振興、
そして農林水産業の支援など、幅広い分
野で地域経済の支援施策を担っている産
業経済部。上田部長に今後の取り組みや
支援策についてお聞きしました。　　　

市
内
消
費
の
促
進
と
賑
わ
い
創
出
へ

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
産
業
経

済
部
で
は
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
「
市
内
店
舗
応
援
事
業
」
と
し
て
、

市
内
店
舗
で
の
購
入
者
を
対
象
と
し
た
、
市

の
特
産
品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
現
在

計
画
中
で
す
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
市
内

で
の
消
費
を
促
進
し
、
店
舗
等
の
活
性
化
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
周
辺
の
商
業
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
行
中

で
す
。
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事
業
に
よ
る

賑
わ
い
創
出
に
加
え
、
駅
周
辺
に
人
工
芝
や

く
つ
ろ
ぎ
空
間
を
設
置
し
て
滞
在
空
間
を
創

出
す
る
社
会
実
験
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の

声
を
反
映
し
た
よ
り
良
い
街
づ
く
り
を
市
全

体
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
基
盤
の
強
化
と

　
　
　
　
　
人
材
確
保
へ
の
支
援

　

産
業
用
地
の
不
足
は
、
企
業
誘
致
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
古
川
市
で
は
、

旧
公
設
地
方
卸
売
市
場
跡
地
等
の
利
活
用
を

検
討
し
、
産
業
用
地
の
創
出
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
雇
用
機
会
の
拡
大
と
商

工
業
の
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済

の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
人
手
不
足
対
策
の
一

環
と
し
て
「
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
を
実

施
し
、
中
小
企
業
に
就
職
さ
れ
た
市
内
居
住

の
方
の
奨
学
金
返
還
を
一
部
補
助
す
る
こ
と

で
、
若
者
勤
労
者
の
定
着
と
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
促
進
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
農
業
に

関
し
て
も
、
市
内
で
新
た
に
就
農
を
希
望
さ

れ
る
方
に
補
助
金
や
農
地
の
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
で
、
新
規
就
農
者
の
定
着
と
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を

　
　
　
　
　
活
用
し
た
地
域
活
性
化

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
は
、
地
域
活
性
化

の
重
要
な
施
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
古

川
市
で
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
特

産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
持

た
な
い
中
小
企
業
で
も
市
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
通
じ
て
商
品
を
発
信
で
き
る
た
め
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
に
は
制
度
の
説
明
も
行

い
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
事
業
者
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
工
場
の
新
設
・

移
設
支
援
、
先
端
設
備
導
入
支
援
、
融
資
制

度
、
も
の
づ
く
り
研
修
会
な
ど
様
々
な
支
援

策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。　

　産業経済部の
取組・施策の詳
細については下
記のHPよりご
確認ください。
　　　　　　

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

　
多
彩
な
支
援
策
で
賑
わ
い
創
出
！

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

　
多
彩
な
支
援
策
で
賑
わ
い
創
出
！

加古川市産業経済部

部長　上田　敏  さん
うえだ さとし
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エッセイ

　

私
は
稲
美
町
国
岡
に
実
家
が
あ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
で
育
ち
、

商
売
と
は
無
縁
の
生
活
を
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

　

主
人
と
の
結
婚
を
機
に
商
売
し

て
い
る
家
に
嫁
い
だ
わ
け
で
す
が
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
間
も
な
く
、

義
父
の
代
か
ら
の
賃
貸
業
・
不
動

産
業
の
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。

　

主
人
と
仕
事
の
話
を
す
る
の
は
、

自
分
の
今
ま
で
の
価
値
観
と
は
全

く
の
別
物
で
勉
強
に
な
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
商
売
を
し
て
い
く

為
の
マ
イ
ン
ド
や
戦
略
を
練
り
、

失
敗
や
変
化
を
恐
れ
ず
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
姿
勢
が
大
切
な
ん

だ
と
私
な
り
に
理
解
し
ま
し
た
。
で
す
が
、

な
か
な
か
自
分
の
癖
や
今
ま
で
の
環
境
が
邪

魔
を
し
て
葛
藤
も
あ
り
、
毎
日
必
死
に
自
分

の
出
来
る
事
を
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
少
し
息
子
の
出
産
話
を
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

独
身
だ
っ
た
頃
、
食
の
大
切
さ
を
教
え
て

く
れ
た
方
と
出
会
い
、
自
分
が
選
択
を
し
た

食
べ
た
も
の
で
自
分
の
身
体
が
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
「
全
く
そ

う
だ
な
」
と
思
っ
た
私
は
、
自
分
の
生
活
を

見
直
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
医
療

の
介
入
を
な
る
べ
く
最
小
限
に
す
る
自
然
分

娩
を
し
た
方
と
お
会
い
し
、
と
て
も
幸
せ
な

お
産
を
体
験
さ
れ
た
お
話
を
聞
き
、
お
産
は

痛
く
て
苦
し
い
も
の
だ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
の
で
す
が
、
い
つ
か
私
も
そ
ん
な
時
が
来

た
ら
、
ぜ
ひ
自
然
に
子
ど
も
を
産
ん
で
み
た

い
と
密
か
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
数
年
後
に
妊
娠
し
、
当
時
加
古
川
の

山
手
で
助
産
院
を
さ
れ
、
３
０
０
０
人
も
の

お
産
に
立
ち
会
っ
て
こ
ら
れ
た
大
野
先
生
と

奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
会
っ
て
お
世
話

に
な
り
、
本
当
に
幸
せ
で
最
高
な
自
宅
出
産

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
念
願
だ

っ
た
胎
盤
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り

産
後
の
回
復
も
早
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
私

は
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
が
普
通
の
お
肉
み
た

い
で
し
た
。

　

こ
ん
な
風
に
、
未
だ
に
出
産
話
を
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
話
せ
る
の
は
す
ご
い
体
験
で

す
。
看
護
師
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
数
日
あ
る

病
院
と
は
違
い
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
子
育
て

の
ゴ
ン
グ
が
鳴
り
ま
し
た
が
（
笑
）
。

　

主
人
は
本
当
に
と
て
も
心
配
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
一
度
言
い
出
し
た
ら
聞
か
な
い

私
を
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
生
ま

れ
る
直
前
か
ら
生
ま
れ
た
瞬
間
ま
で
同
じ
部

屋
で
出
産
の
現
場
に
ず
っ
と
い
て
も
ら
っ
た

事
は
、
一
緒
に
子
育
て
す
る
上
で
貴
重
な
時

間
に
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
風
に
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
た
息
子
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
夜
な

夜
な
事
務
所
で
不
動
産
契
約
書
を
作
成
し
て

い
た
こ
と
が
今
と
な
れ
ば
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。

　

息
子
も
今
年
で
小
学
５
年
生
に
な
り
、
野

球
が
大
好
き
な
子
に
育
ち
ま
し
た
。
振
り
返

る
と
子
育
て
し
な
が
ら
の
仕
事
は
な
か
な
か

ハ
ー
ド
な
日
々
で
し
た
が
、
家
族
・
商
工
会

議
所
・
地
域
・
仕
事
を
通
じ
て
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
沢
山
の
方
の
支
え
や
繋
が
り
が

あ
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
、
今
の
私
が

あ
り
ま
す
。
人
と
会
っ
て
話
す
こ
と
で
刺
激

を
受
け
成
長
さ
せ
て
も
ら
え
、
私
の
人
生
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

商
売
を
し
て
い
な
け
れ
ば
関
わ
れ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
方
々
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、

今
ま
で
は
与
え
ら
れ
て
き
た
人
生
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
、
不
動
産
業
を
通
じ
て
出

会
う
若
い
ご
夫
婦
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に

私
が
何
か
し
ら
の
キ
ッ
カ
ケ
を
与
え
れ
る
人

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「出会いが人生を豊かに」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市平岡町二俣７８２－３
079-439-1330
不動産売買・賃貸・管理

鈴木　彩㈱ハリマクリエイト　取締役
すずき あや
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トール油精留プラント（2025年現在）

ハリマ化成の設備が化学遺産に認定！
　ハリマ化成グループ（株）の子会社、ハリマ化成（株）加古川製造所
にあるトール油蒸留パイロットプラントが、2025年2月に国内最大の
化学学会（公社）日本化学会により化学遺産に認定されました。化学遺
産は、日本の化学技術の発展における歴史資料の中でも特に貴重なもの
を認定するものです。
　トール油蒸留パイロットプラントは、同社がトール油事業に進出する
にあたり、実プラント設計のためのデータ収集を目的に、1957年に建
設されました。その後、6か月間の試験運転を繰り返して得たデータを
もとに、1958年10月に国内初のトール油精留プラントが完成しました。

　近年、世界的にSDGsへの意識が高まり、環境を重視した製品が求められていますが、同
社は石油化学由来の製品が全盛期を迎えていた時代にも天然資源にこだわり、紙の原料であ

るパルプを製造する際に発生する粗トール
油の研究開発に取り組み、トール油精留プ
ラントを建設しました。長年松から得られ
る有用物質を原料にした製品で人々のくら
しを支えてきましたが、それはパイロット
プラントがあってこそ実現できました。現
在も記念碑として加古川製造所内に残され
ており、工場見学に訪れた業界関係者や一
般見学者に紹介されています。
　　　　　　（写真提供：ハリマ化成㈱）
　

1957年建設 パイロットプラント 2012年移設 パイロットプラント記念碑
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会員の皆さん、おめでとうございます！
令和７年　春の叙勲　受章
【旭日双光章・中小企業振興功労】
　多木　隆元 様 （多木化学㈱ 代表取締役会長）

【瑞宝双光章・社会福祉功労】
　瀧　淑郎 様 （社会福祉法人福竹会 特別養護老人ホーム鹿児の郷 理事長）

　

４
月
21
日
、
加
古
川
商
工
会
議
所
青

年
部
第
34
回
通
常
総
会
を
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
前
年

度
の
事
業
報
告
お
よ

び
決
算
報
告
が
承
認

さ
れ
、
新
た
な
一
年

に
向
け
た
体
制
が
整

い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
の
各
委
員
の

委
嘱
も
正
式
に
承
認

さ
れ
、
加
古
川
の
未

来
を
担
う
べ
く
、
気

持
ち
新
た
に
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

青
年
経
済
人
た
ち

が
真
剣
に
向
き
合
い
、

地
域
経
済
を
牽
引
す

る
自
覚
と
責
任
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
へ
の
力
強
い
第
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
「
自
己
研

鑽
」「
地
域
貢
献
」
「
次
代
へ
の
挑
戦
」

を
信
念
に
、
仲
間
た
ち
と
共
に
学
び
合

い
、
高
め
合
い
加
古
川
の
さ
ら
な
る
発

展
に
貢
献
す
べ
く
、
歩
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

総
務
広
報
委
員
長　

窪
田　

健
二

　

　

４
月
３
日
、
４
月
度
事
業
「
お
花
見

交
流
会
〜
さ
く
ら
会
〜
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

野
口
町
の
教

信
寺
で
集
合
し
、

ま
ず
は
集
合
写

真
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
閑
静

な
境
内
を
桜
が

彩
り
、
息
を
の

む
ほ
ど
美
し
い

光
景
が
広
が
る

天
台
宗
の
お
寺
で
す
。
当
日
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
五
分
咲
き
ほ
ど
で
、
境
内
を

彩
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
も

お
花
見
に
来
ら
れ
、
桜
の
木
の
下
で
宴

会
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
中
に
は
初
め
て
訪
れ
た
方
も
お

り
、
各
個
人
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
な
が

ら
桜
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
境
内
に
あ
る
音
楽
の
館
で
、

長
谷
川
住
職
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
演
奏
前
の
ご
住
職
の
お

話
し
で
は
教
信
寺
の
由
来
、
加
古
川
の

歴
史
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
住
職
は
世
界
的
な
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏

者
で
も
あ
り
、
ま
ず
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の

説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
弦
楽

器
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
く
、
低
音

を
奏
で
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
迫
力
の

あ
る
低
音
が
魅
力
で
、
曲
の
説
明
も
１

曲
ず
つ
ご
住
職
が
し
て
く
だ
さ
り
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い

童
謡
ま
で
、
途
中
目
を
閉
じ
て
聴
く
よ

う
促
さ
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
瞼
に
浮

か
ぶ
情
景
を
想
像
し
な
が
ら
素
晴
ら
し

い
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
ピ
ア
ノ
の
音
色
に

浸
り
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
な
つ
か

し
い
曲
を
歌
い
、
ま
だ
ま
だ
聞
い
て
い

た
い
余
韻
と

と
も
に
音
楽

の
館
を
出
て
、

手
入
れ
が
行

き
届
い
た
お

庭
の
お
花
を

鑑
賞
し
な
が

ら
教
信
寺
を

後
に
し
ま
し

た
。

　

ラ
ン
チ
会
場
は
女
性
会
会
員
の
か
き

庄
。
カ
キ
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
に
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
も
多
く
前
菜
か
ら
フ
ラ
イ
、

殻
付
き
焼
き
、
土
手
鍋
、
か
き
の
ご
飯

ま
で
カ
キ
づ
く
し
を
に
ぎ
や
か
に
堪
能

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
花
見
会
や

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
演
奏
の
感
想
、
近
況

等
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

会
計
理
事　

近
藤　

直
子

　

ソメイヨシノを満喫

挨拶する松下会長新年度も気合十分に

コントラバスの音色を堪能

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　
青
　
年
　
部

　
女
　
性
　
会

新
体
制
が
始
動

ー
第
34
回
通
常
総
会
を
開
催
ー

桜
と
音
楽
で
彩
る
春
の
日

ー
お
花
見
交
流
会
を
開
催
ー

入会資格：当所会員事業所の経営者又はその後継者等で年齢満25歳以上45歳以下の方
会　員　数：111名（令和７年４月１日現在）
年　会　費：24,000円
　平成３年に創設された青年部は、様々な事業を通じて地域活性化の一助を担っています。45歳以
下という同世代の経営者と活動を共にすることで、ともに悩みを分かち合い解決策を導き出すこと
ができ、公私にわたる「友」をつくることも出来ます。

　毎年、多くの来場者で賑わう当所主催の商工祭で、青年部が主管として企画・
運営を担っています。会員事業所や市内の飲食店の出店ブース、地元の方や市内
の中高生のステージなど多彩な催しがあるビッグイベントです。会員事業所と地
元商業者、来場者に企業間・世代間の交流ができるふれあいの場を提供し、そこ
から日常の商売につなげ、地域活性化の原動力の一助になることを目的としてい
ます。今年のご案内をお楽しみに！

加古川楽市

メガネのやまもと　髙原　佳祐さん（2014年入会）
　青年部活動では、成功も失敗も経験
することができ、うまくいったことを
こつこつと社業に取り入れています。
100を超える企業の社長が参加し、入
会と卒業制度によって毎年10～20名

が入れ代わるため、必ず新しい出会いがあります。
そんな方々と活動を通じて信頼関係を築くことがで
きます。本業ではありませんが、最近では青年部事
業のPRソング「加古川のうた」も作成してCDも作
っていただき、有志の後押しもありカコフェスに出
場させていただきました。情熱で人とお金が動くこ
とを実感しています。前向きに取り組めば自分を伸
ばしてくれる人やコトに出会えると思います。ぜひ
青年部を活用して夢に挑んでほしいです。　　　　

Lily Plus+　山田　ゆかさん（2024年入会）
１人で開業して間もないころ、経営者
同士の人脈づくりや自己研鑽のために
入会しました。当初は男性が多い印象
に圧倒されましたが、男女問わず気軽
に接してもらえたことでとても楽しく

活動ができるようになりました。商工振興を通して
加古川をもっと盛り上げていこうという熱いメンバ
ーばかりですので、良い刺激をもらえ、社業の発展
への意欲が上がります。青年部には多種多様なメン
バーが多く所属しているため、あらゆる分野のプロ
に相談することができ心強いです。同じ若手経営者
として共に切磋琢磨できること間違いありませんの
で、ぜひ１人でも多くの仲間が増えることを期待し
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご紹介したものは活動のごく一部。その他にも様々な活動を行っています。
興味のある方は、青年部事務局までお問い合わせください。（TEL０７９－４２４－３３５５）

青年部会員の方にお話を伺いました

　原則月１回実施されメンバーが一堂に会する例会は、各回ごとに担当委員会が
趣向を凝らした内容を企画しています。経営に関するものから青年部活動を支え
る家族や従業員がともに楽しめる「家族例会」まで、参加したくなる内容のもの
ばかりです。
　昨年の家族例会は、巨大流しそうめん装置作りや自分で収穫した食材をトッピ
ングしたピザ作りを行いました。日々の感謝を伝え、加古川の魅力に触れる活動
を通して、さらに強い信頼関係を築くことができました。

多彩な例会

加古川楽市

多彩な例会

来たれ、青年部へ！来たれ、青年部へ！
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講演される難波氏

●
募
集
コ
マ
数　

80
コ
マ

●
サ
イ
ズ　

 

1
コ
マ

　
　

タ
テ
5
・
3
㎝
×
ヨ
コ
4
・
0
㎝

●
掲
載
内
容　

事
業
所
名
、
役
職
名
、

　
　
　
　
　
　

氏
名
、
所
在
地
、

　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

●
料　

金　

1
コ
マ　

５
２
３
６
円

●
締
切
日　

７
月
４
日
㈮

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5　

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

６
月
23
日
㈪
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

「
商
工
か
こ
が
わ
８
月
号
」
　
　

暑
中
見
舞
名
刺
広
告
募
集
中

会
議
所
の

会
議
所
の

　

５
月
16
日
、
第
２
３
６
回
例
会
と
し

て
、
㈱
難
波
不
動
産
鑑
定 

不
動
産
鑑

定
士
の
難
波
里
美
氏
を
講
師
に
「
加
古

川
市
の
不
動
産
市
況
と
不
動
産
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
望
―
ト
ラ
ン
プ
関
税
と
不
動
産

市
況
―
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
令
和
７

年
地
価
公
示
結

果
に
つ
い
て
、

全
国
の
特
徴
的

な
地
価
の
動
き

や
変
動
要
因
の

分
析
を
基
に
、
兵
庫
県
下
や
加
古
川
市

の
動
向
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
関
西
賃
貸
住
宅
市
場
の
予
測

に
つ
い
て
、
型
式
別
の
供
給
割
合
に
基

づ
い
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
分
析
や
、
明

石
市
の
地
価
上
昇
の
要
因
に
つ
い
て
の

考
察
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
日
本
経

済
や
不
動
産
市
況
へ
与
え
る
影
響
と
今

後
の
備
え
に
つ
い
て
説
明
し
、
講
演
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
情
報
交
換
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　

（
参
加
者
は
29
名
）

　
　

不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る

ー
金
融
・
不
動
産
業
部
会
を
開
催
ー

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

従
業
員
・
専
従
者
給
与
に
つ
い
て
の

１
月
〜
６
月
分
の
源
泉
所
得
税
（
納
期

特
例
分
）
の
申
告
・
納
付
期
限
は
７
月

10
日
㈭
で
す
。
必
ず
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
納
付
が
１
日
で
も
遅
れ

る
と
、
不
納
付
加
算
税
等
、
余
分
な
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
窓
口
指
導
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

　

７
月
７
日
㈪
・
９
日
㈬

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

　

加
古
川
商
工
会
議
所 

３
階
相
談
室

※
西
支
所
建
屋
の
老
朽
化
に
伴
い
、
本

所
開
催
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

●
持
参
い
た
だ
く
書
類

・
給
与
台
帳
（
源
泉
徴
収
簿
）
も
し
く

　

は
各
人
の
給
与
明
細
の
わ
か
る
書
類

・
令
和
６
年
分
年
末
調
整
の
納
付
書
控

・
扶
養
控
除
等
申
告
書 

等

・
そ
の
他
、
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

　

書
類

※
電
子
送
信
を
ご
希
望
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
、
利

用
者
識
別
番
号
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ 

指
導
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

源
泉
所
得
税
の
納
付
は
お
忘
れ
な
く

ー
源
泉
所
得
税
申
告
・
納
付
窓
口
指
導
ー
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●ボウリングの日（22日）
　１８６１年（文久元年）のこの日付の英字新聞
「ザ・ナガサキ・ショッピングリスト・アンド・ア
ドバタイザー」に、長崎出島の外国人居留地に日本
初のボウリング場が開設されたと掲載されたことに
ちなんで、日本ボウリング場協会が１９７２年（昭
和47年）に制定。

　紫陽花の美しい季節となり
ました。
　梅雨のジメジメも気になり
ますが、カラッ梅雨で水不足
にならない雨量を期待して豊
作を願いましょう。
　お米の需要が高まっている
昨今、安心してお米が食べら
れますように。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”商工かこがわ６月号

発　行　
　2025年６月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

日 曜日 行　　　事
2
3
4
6
8
16

17

月
火
水
金
日
月

火

第71回優良従業員表彰式
第１回常議員会
広報委員会
無料 法律相談
第170回日商簿記検定試験
第17回会員交流ボウリング大会
無料 社会保険・労務相談
無料 金融相談（㈱日本政策金融公庫 姫路支店）

日 曜日 行　　　事
18
20
22
23
24
26

【個別経営相談会】3・4・10・11・17・18・24・25日

水
金
日
月
火
木

無料 税務相談
無料 法律相談
第234回日商珠算検定試験
無料 特許・商標知財相談
無料 不動産相談
令和７年度通常議員総会

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「特許・商標知財相談」は６月18日㈬までに予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」はWEBミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、６月20日㈮までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫ ※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

●●●●●●●●●●●６月の会議所カレンダー６月の会議所カレンダー
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貸
会
議
室
の
ご
案
内

室名・定員 時間 9~12 時 13~17 時 18~21 時 9~17 時 13~21 時 9~21 時

5F 500 会議室 22 名 最初の 2時間 2,640 円、以降 1時間ごとに 1,320 円加算  

4F

大会議室（A+B） 90 名 14,520 24,200 24,200 33,880 43,560 58,080

特別会議室 36 名 11,616 23,232 23,232 30,008 41,624 53,240

オーバルルーム 14 名 1 時間ごとに 1,936 円

1F 展示ホール（A+B） 約 200 名 33,880 38,720 38,720 67,760 72,600 106,480

B1

B１中会議室 38 名 最初の２時間 4,224 円、以降１時間ごとに 2,112 円加算

B１小会議室 18 名 最初の２時間 2,640 円、以降１時間ごとに 1,320 円加算

B１特別室 12 名 最初の２時間 2,640 円、以降１時間ごとに 1,320 円加算

●お問い合わせ　総務管理課（貸室担当）℡０７９－４２４－３３５５

使用時間は
9~22 時

貸室利用料金表（会員料金）（消費税10％込み価格　単位：円）

B1 中会議室 展示ホール 

オーバルルーム 大会議室 詳細はこちら  


